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病院までのご案内
●大分駅より
車で約25分（米良バイパスが近道）
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●大分自動車道米良インターより
車で約10分

●豊肥本線「中判田駅」より
車で約5分

　

8
月
6
日
（
土
）、
10
名
の
職
員
で
病

院
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
る
「
寒

田
八
幡
社
」
の
清
掃
活
動
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
雨
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
開
始
時
間
に
な
る
と
天
気
に
も

恵
ま
れ
清
掃
活
動
を
行
な
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
日
差
し
は
強
か
っ
た
で
す
が
、

木
々
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
木
陰
で
涼
し

げ
な
風
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
。
落
ち
葉
を
掃
き
、
雑
巾
が
け

を
行
な
い
、
徐
々
に
き
れ
い
に
な
る
様

子
を
見
て
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
清
掃
後
は
地
域
の
方
々

か
ら
差
し
入
れ
も
頂
き
、
交
流
す
る
事

も
出
来
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
丘
の
上
祭

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
減
る
中
で
も
神
社
清

掃
は
継
続
し
て
行
な
え
て
い
る
事
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
時
間

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

外来部紹介
大分丘の上病院の外来には、１日平均50人程の患者さんが来院されます。
外来看護師は３名です。主な業務は診療補助・採血・処置等です。
電話で薬の相談や悩みの相談を受け、指示受けやアドバイスする事もあります。
コロナ禍で感染対策をしながらの業務ですが、元気と笑顔で頑張っています。

安藤 文代
看護師　主任

今年で勤続20年になります。元気
だけが取り柄です。
休日はドライブに出かけたりします
が、今はコロナ禍で専ら引きこもっ
ています。最近は観葉植物の成長
を楽しんでいます。

宮崎 直美
看護師

昨年で勤続10年になりました。
趣味は子供と一緒に体を動かす事
です。忙しい毎日ですが、日々楽
しい事を見つけながら過ごせる様
に努力しています。

竹内 富久美
看護師

再入職して５年になります。毎日忙
しい日々ですが、楽しく働いていま
す。ドライブに出かけたり、庭の
剪定をしたりと休日を過ごしていま
す。食べることが大好きなのでコロ
ナ禍が落ち着いたら外食したいと
思っています。
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●

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
精
神
医
療
と

心
身
医
療
に
広
く
取
り
組
み
ま
す
。

●

人
権
を
尊
重
し
、
共
に
歩
み
、
癒
し
を
も
た

ら
し
、
再
生
を
目
指
す
医
療
を
行
い
ま
す
。

●

科
学
的
な
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各
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チ
ー
ム
医
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で
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提
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す
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3 病棟紹介

　3病棟は、60床（うち隔離室6床含む）の急性期治療病棟です。
　90日以内の退院と社会復帰が行えるよう各職種とカンファレンスを実施しながら看護を行って
おります。また、入院依頼に迅速に対応し他の病棟からの患者さんも受け入れています。そのた
め、症状の重い患者さんが多く、身体合併症を患った方もいます。年齢層も10代から90代と幅広
いのが特徴です。
　当院では治療抵抗性統合失調症の患者さんを対象としたクロザピン治療を積極的に行ってい
ます。当院の血液内科医と他医療機関とも連携し、安全に実施しています。
コロナウイルスの流行から3年の月日が経とうとしています。令和4年の夏は感染が拡大し、大

分県でも感染者が3000人を超える日がありました。感染拡大に伴い、各自の生活様式も日々変
化している段階にあります。そんな変化の過渡期である現在、3病棟では、感染対策をとりながら
急性期治療や退院支援に取り組んでいます。
　今もなお、面会や外出・外泊は中止していますが、患者さんの退院支援がなるべくスムーズに勧
められるようZoomを活用し、合同面談や介護調査を継続しています。作業所やグループホーム
の見学も、Zoomにて映像を共有したり、パンフレットや資料を取り寄せ、患者さんが退院後の生
活をイメージできるよう工夫しています。
　このように、面談や調査、見学の方法は、情勢と共に変化していますが、
精神科看護の根本は変わりません。退院を見据えながら、患者さんの思い
に寄り添い一緒に生活を考え支援しています。
　最後に、患者さんやご家族にも、マスク着用や室内の換気、ソーシャル
ディスタンスの確保など、協力いただくことで病院内での感染を防ぐこと
ができていると日々感じています。大分県の感染段階に応じて、制限につ
いては随時検討していますので、今後ともご協力よろしくお願いします。

師長　西郷
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当院からの発表紹介
当日ポスター発表した内容をお届けします 

　私は今回、『リワークデイケア修了後のフォローアッ
プについて』というタイトルで発表を行いました。
当院のリワークでは、卒業後のフォローアップとして、
年に3回の『リワーク交流会』（現在の利用者と卒業生
の交流会）と、年に2回の『リワーク同窓会』（卒業生の
みの座談会）を行っています。
　今回の発表にあたり利用者にアンケートをとる中
で、参加者にとってどのような点で役立っているか再
認識することができました。また発表当日には、他施
設の方から『この形でのフォローアップは良いですね』
という声をたくさんかけていただきました。また同じよ
うな会を実施もしくは検討しているが参加者が集まら
ない、という声も多く、どのように運営することで参加
者が集まっているのか、具体的な質問も多く聞かれま
した。今回の発表を通して、当院のフォローアッププロ
グラムの強みを再認識することができました。その強
みを生かしながら、今後のより良いフォローアップに繋
げていきたいと思います。

山 本  め ぐ み

日本うつ病リワーク協会年次大会
働ける人も働けない人も、個別性が尊重される精神医療をめざして

2022年7月16.17日　　J:COMホルトホール大分

第5回

　この度「メタ認知能力向上に繋がったリワークプログラ
ムと利用者の変化について」というテーマで発表を致し
ました。 
　当院リワーク利用者から「自分を客観視できるように
なり、楽になりました」との言葉をいただきました。そこで
自分を客観視するという高次認知「メタ認知」に注目し、
当院リワークプログラムとの関連性について分析をいた
しました。メタ認知向上のポイントは、正しい知識を学ぶ
こと、グループでの活動により得た気づきを評価し修正を
繰り返していくことであると言われています。当院リワー
クでは病気に関して正しい知識を学ぶことができ、同じ
ように復職を目指す仲間たちと語り合う機会も多く、メ
タ認知向上に深く関与していることがわかりました。 
　客観視できるようになると、困難な場面に対して、より
よい対処を選ぶことができ、望ましい結果につながりや
すくなる利点があります。リワーク支援を受ける方にとっ
て重要な要素であると思われます。今回の発表を今後に
生かしていきたいと思います。 

地域生活サポートステーション
精神保健福祉士

ポスター会場にて右から帆秋院長、佐藤、山本。
コロナ対策でマスクしています。

地域生活サポートステーション
室長

佐 藤  政 弘

リワークとは・・・
　return to workの略語です。気分障害などの精神疾患
を原因として休職している労働者に対し、職場復帰に向け
たリハビリテーション（リワーク）を実施する機関で行われ
ているプログラムです。復職支援プログラムや職場復帰支
援プログラムともいいます。
　プログラムに応じて決まった時間に施設へ通うことで会
社へ通勤することを想定した訓練となります。また仕事に
近い内容のオフィスワークや軽作業、復職後にうつ病を再
発しないための疾病教育や認知行動療法などの心理療法
が行われます。また、初期には久しぶりの集団生活になれ
るための軽スポーツやレクレーションが行われることがあ
ります。プログラムの途中では、休職になった時の働き方や
考え方を振り返ることで休職に至った要因を確認するとと
もに復職した時に同じ状況（休職）にならないための準備も
していきます。

リワーク研究会


